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1‥ 国立療養所大島青松園ホームページ「沿革」の項を参照。
‥ http://www.nhds.go.jp/~osima/Seienk.html（2014 年 11 月 1日閲覧）
2‥ 日本ＹＭＣＡ同盟ホームページ「学生ＹＭＣＡ」「沿革」の項を参照。
‥ http://www.ymcajapan.org/program/student.html（2014 年 11 月 1日閲覧）なお、日本の学生YMCAは最初の大学
YMCAが東京大学に創設された 1888 年に始まる。
〈研究ノート〉
岩坂　二規
本研究ノートは、1960 年代から現在まで学生Ｙ
ＭＣＡによって継続された国立ハンセン病療養所へ
の訪問プログラムを手掛かりに、日本の近代化にお
ける最大の人権問題の一つであるハンセン病問題の
「文化的・社会的位相」における学生、卒業生のボ
ランティア行動の意義を検証するための研究的視点
を得ようとするものである。最初に国立療養所「大
島青松園」でのワークキャンプと訪問交流の歴史を
概観し、現在も継続されているプログラム内容の特
徴を紹介する。次に、このような学生のボランティ
ア活動による社会問題へのアプローチが有する人権
教育、ひいては人権‥回復の意義と効果について、西
尾（2014）‥の最近の研究成果に照らして考察を試み
る。
1.　学生ＹＭＣＡ「大島ワークキャンプ」と「大島
青松園訪問プログラム」
大島青松園は、1907（明治 40）年の法律第 11号「癩
予防ニ関スル件」の制定により全国 5区域に設置さ
れた国立ハンセン病療養所の「第 4区療養所」とし
て 1909 年に発足した（翌 1910 年に「大島療養所」、
1941 年に「国立らい療養所大島青松園」、1946 年に
「国立療養所大島青松園」と改称）1。学生ＹＭＣＡは、
1880 年の東京ＹＭＣＡに端を発する日本のＹＭＣＡ
運動の中で、特に全国の大学及び学生寮、また専門
学校を拠点にした学生中心の活動であり、現在、全
国に37のグループがあり（内10が大学寮、2014年
6月現在）、約450名の学生が参加しているとされて
いる2。
ここでは、現在までの調査や手元資料によって確
認できる情報をもとに、「大島ワークキャンプ」と「大
島青松園訪問プログラム」の経緯と内容を概観する。
後述するように、このプログラムは 50年前のスター
ト当時から実施主体やその所属校が何度も変更され
たこともあり、関連資料の散逸がみられるため、複
数の年度毎の報告書や募集資料等をもとに実態を推
測せざるを得ないところが多々ある。今後の現存資
料の整理と分散資料の収集の必要性については最後
にまとめて述べたい。
（1）　プログラムの名称と実施主体の変遷
「大島ワークキャンプ」は、神戸近辺の大学ＹＭＣ
Ａにより1965 年から実施された。プログラムの名
称は 1990 年代前半頃から、「大島青松園訪問プログ
ラム」に変更している。これは、1980 年代頃から療
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3‥ 聖和大学 1999 年度卒業生で元学生YMCA部員の桃山龍太氏によると、1995 年当時にはすでにプログラム名称は「訪
問プログラム」に変更されていたという。また当時の「ワーク」の内容が、当初の大島青松園全体としての斡旋・調
整による園内作業という形態ではなく、大島キリスト教霊交会の施設等を対象とした労働奉仕に変化していたという
ことから、ワークの実態に合わせた名称変更だったのではないかとも推測される。
4‥ 公益社団法人好善社ホームページ「好善社の活動年表」および「ワークキャンプ」の項を参照。
‥ http://www.kt.rim.or.jp/~kozensha/（2014 年 11 月 2日閲覧）
5‥ 2001 年度大島青松園訪問プログラム 3日目 8月 12 日の西垣二一氏の講演より。
6‥ 現在の日本のYMCAは都市YMCA、学生YMCAに大別され、それぞれのYMCAは独立的に経営と活動を行っている。
「連盟」というのは地区ごとの学生YMCA間の任意の連携であり、公式の組織は全国の都市・学生の各独立YMCA
が加盟する日本YMCA同盟のみである。ちなみに、日本YMCA同盟学生部委員会が公式に設置している全国の学生
YMCAの地区分けは「北海道・東北」「関東」「関西」「中四国」「九州」の各ブロックである。50 年の間に、神戸大
学YMCAは 1980 年代に活動休止となり、聖和女子大学は男女共学化により聖和大学となったのちに、2009 年に関
西学院大学と合併したことによって、学生YMCAは関西学院西宮聖和キャンパスの登録団体となって存続している。
なお、筆者は 2001 年から 2009 年まで聖和大学学生YMCAの顧問、2009 年から現在まで関西学院大学西宮聖和キャ
ンパス学生YMCAの顧問を務めている。
養所内の生活インフラ等の環境整備が進んだことに
伴い、いわゆる「労働奉仕」による土木工事や環境
整備といったワークの必要性が減少したこと、また
ボランティア活動の概念自体が「奉仕活動」「慈善
活動」から「交流」や「自立支援」といった考え方
に変化してきたことによると考えられる 3。この間、
台風接近や水不足等の事情で中止された年があった
ものの、ほぼ毎年途切れることなく現在まで継続さ
れ、学生によるこの種のボランティア・プログラム
としては異例の、半世紀に亘るプログラムとなって
いる。実施主体も 50 年の間に変化している。最初
の大島ワークは、邑久光明園家族教会の播磨淳牧師
（当時）の呼びかけに西垣二一牧師（元聖和大学学長）
が応える形で実施された。播磨淳牧師は、それ以前
の 1960 年から「関西学院大学宗教総部学生ワーク・
キャンプ」を邑久光明園で行っており 4、大島でも同
様のキャンプを開催するに当たって西垣牧師に応援
を頼んだと言われる 5。以来、聖和大学学生ＹＭＣ
Ａの顧問でもあった西垣牧師が指導し、学生が企画
運営を行う形で大島ワークキャンプは続けられたが、
主催団体は、神戸学生ＹＭＣＡ連盟→神戸大学ＹＭ
ＣＡ→神戸大学ＹＭＣＡ・聖和女子大学ＹＷＣＡ→
関西学生ＹＭＣＡ連盟→聖和大学ＹＭＣＡ→関西学
院西宮聖和キャンパスＹＭＣＡ 6、と変遷している。
大島側のプログラムの受入れ主体は、当初から大
島キリスト教霊交会（以下「霊交会」の信徒が担っ
ている。霊交会はプロテスタント・キリスト教の単
立教会で専従の牧師はおらず、近隣の協力教会の牧
師が日曜日の聖日礼拝説教を奉仕担当している。霊
交会は、大正期の発足時以来、自治会の設立とその
後の運営を会員たちが中心的に担うとともに、全国
的な患者・元患者の運動家を会員の中から多数輩出
するなど、大島の内外で指導的な役割を果たしてき
たキリスト教信徒の群れである。教会独自の宿泊保
養施設として「霊交荘」という家屋を持ち、学生Ｙ
ＭＣＡをはじめ多くの訪問者との交流の窓口となっ
ている。ただ、入所者の高齢化と信徒の減少が進む
につれ、プログラムの受入れを霊交会単独で負うこ
とに限界が生じ、10年ほど前からは大島青松園福祉
事務所が直接受入れの手続きやスケジュール、プロ
グラム内容の調整などを行うことが増えてきている。
（2）　プログラム内容
次にプログラムのスケジュールと内容について概
観し、その特徴を考える。実施時期はほぼ 8月また
は 9月の大学の夏期休暇期間中で、期間は長くて 3
泊 4日、短くて 2泊 3日である。参加者の募集は当
初は学生ＹＭＣＡメンバー（部員）で行っていたよ
うであるが、次第にメンバー以外の学生にもチラシ
やポスターを通じて参加を呼びかけるのが常となり、
阪神地域や全国の学生ＹＭＣＡにも案内し、参加者
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7‥ 神戸大学学生 YMCAが 1989 年に作成した年表（『1990 年度大島ワークキャンプ報告集』p.30 に掲載）によると、
1974 年から神戸学生YMCA連盟以外の学校からの参加がみられる。1988 年までの参加者所属団体が掲載された同
表には、頌栄短期大学（’74）、京都大、大阪大、慶応大（’80）、別府大学付属専門学校（’86,’87）の名前がある。
8‥ このプロジェクトについては、拙著「人権と学びの回復−大島青松園霊交会図書・資料整理保存プロジェクトを通して」
『聖和大学論集』人文学系第 36 号 B、2008 年において経緯と成果の詳細を述べている。
の輪を広げるようになった 7。現地で実施するプログ
ラム内容には、ハンセン病問題学習会、講演会、礼拝、
聖書研究、家庭訪問、ワーク、交流企画、島内ツアー
などがあるが、このうちほぼ毎年共通して行われて
いるのは、礼拝への参加と家庭訪問である。
‥
1礼拝
早朝に行う早天礼拝、夕拝、晩祷、日曜日の聖日
礼拝などがあり、学生らが自主的に行うものと入所
者とともに行うもの、また霊交会が実施する礼拝に
参加するものがあるが、聖日礼拝への参加はほとん
どのプログラムで行われていたようである。聖書研
究は、多くの場合主催側の学生ＹＭＣＡメンバーや
同行する教師が担当するが、必ずしも神学的な解釈
に基づくものではなく、キリスト教信者でない参加
者が受け取りやすいテーマやメッセージを扱い、ハ
ンセン病問題に関連した話題を意識した話し合いを
グループ・ディスカッションなどの方法で進める内
容となっている。
2家庭訪問
主に霊交会信徒の家庭に参加者が数名ずつグ
ループに分かれて訪問する。これまで受けてきた差
別や入所時の記憶、療養所内での苦しかった労働や
現在の気持ちなど、学習会や講演ではわからない入
所者の「生」に触れるもっとも重要な機会となる。
中には家庭訪問時に親しくなった入所者とその後
も個人的なやりとりや訪問などの交流を続けてい
る参加者も多い。この 20 年ほどの間に大島青松園
の在園者数の減少とともに霊交会の信徒数も少な
くなり、1980 年前後には 10 家庭以上を訪れていた
が、2014 年度プログラムでの訪問先家庭はわずか
4家庭となった。またかつてほぼすべての家庭が夫
婦世帯であったが、現在では伴侶を亡くした独居世
帯が増えている。
3ワーク
もともとこのプログラムの名称が「大島ワーク
キャンプ」であったことからも、「労働／作業合宿」
というべき性格をもっていたことがわかる。1960
年代当時のワークは、文字通りの労働、しかもかな
りハードなものだった。当時園内で通称「1号線」
と呼ばれていた青松園正門からの通路のコンクリー
ト舗装工事、「相愛の道」と呼ばれた大島北西部を
回る山道の整備補修、施設のペンキ塗装など、当時
30～ 40 歳代の入所者と 10～ 20 歳代の学生がとも
に汗を流した。1970 年代から、国の政策が「らい
予防法」やハンセン病問題への根本的な見直しより
も、入所者の社会復帰の黙認や園内施設の充実、入
所者の生活待遇の改善などに振り向けられたことに
より、ボランティアがそのような施設整備を行う必
要は薄らいだ。大島ワークキャンプの労働も次第に
軽作業が中心になり、園内や海岸の清掃、霊交会の
屋根の落ち葉落とし、霊交会図書室の整理・清掃と
いった内容が多くなった。2008 年のワーク・プロ
グラムでは、図書室の全体的な整理作業がプロジェ
クトとして実施され、室内の書棚の整理と目録づく
りの作業を通して、霊交会の所蔵する図書や資料を
ハンセン病問題史、キリスト教史の歴史資料として
保存していく価値と意味合いについて学生と入所者
が共に話し合い、学び合う機会を持った 8。
4交流企画
講演や学び会、家庭訪問とは別に、文字通り入所
者と参加者がより相互的で個別的な交わりの機会を
つくるために、レクリエーションや娯楽の要素を取
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9‥ 当時、庵治第二小学校では、「総合的な学習の時間」の一環として大島の歴史やハンセン病問題について調べ学習をし、
それをもとに生徒たち自身がボランティア活動「大島案内引き受け会社」を運営し、外来訪問者への島内案内を行っ
ていた。この教育的実践は国立教育政策研究所の「へき地教育指定」による取り組みとして、以下に報告がある。中
西眞理子「へき地学校の実態に即した指導内容・方法や評価の工夫改善」高松市立庵治第二小学校旧ホームページ、
2003 年
‥ http://www.edu-tens.net/syoHP/ajidainiHP/hekitikyouiku/15hekitikennkyuu.htm（2014 年 11 月 5日閲覧）なお、庵
治第二小学校は大島青松園職員の子どもが在籍していたが、その後 2007 年度をもって児童の卒業・転出に伴い休校
となり、2012 年度に児童が入学したことによって再開している。
プに分かれて島内を歩く。年度によって内容や工夫
の仕方が異なるが、スタンプラリー形式で「歴史ク
イズ」を各スポットに配置してゲーム形式で実施し
たり、霊交会会員の入所者に説明を依頼し、じっく
り話を聴きながらフィールド・ウォークを行う場合
もあった。また、前述のとおり、2003 年～ 2006 年
のプログラムでは、「大島案内引き受け会社」による
案内で、子どもたちの説明に従ってツアーが実施さ
れた。
6宿泊場所
プログラム開始当初は現在の正門脇にあった木造
の外来者専用の宿舎に泊まったと言われる。当時は
ハンセン病についての理解が不十分な時代で、訪問
者は来訪時と退去時に消毒液で満たされた器に両手
を浸すよう言われたという。その後の宿泊場所は定
かではない部分もあるが、青松園施設である面会宿
泊所も使用したようである。2000 年頃から 2007 年
には、島外から毎日大島に通う形でプログラムが実
施され、近隣の日本基督教団の教会の協力により礼
拝堂などに宿泊した（2006 年までは多度津教会、
2007 年は高松教会）。2008 年以降は再び島内宿泊を
行うようになった。霊交会の所有する霊交荘が、信
徒会員の献金によって外来者が快適に使用できるよ
う冷暖房、風呂、台所等が整備され、以来、霊交会
の好意によりこの霊交荘を宿泊、食事、参加者どう
しの交流等の拠点として利用している。
（3）　プログラム参加後の交流と関係性
以上、「大島ワーク」と「大島青松園訪問プログ
り入れた交流の時間。1980 年代頃までは、入所者
の年齢も若く、作業や労働、礼拝や祈祷会をともに
行ったりすることで自然な会話や交流が行われてい
たことが推察される。1990 年代になると入所者の
高齢化が進み、そのような能動的なふれあいの度合
いは減少するとともに、2000 年頃からは島外に宿
泊し通所する方法での訪問プログラムに変更された
ことから、時間的にも交流企画を入れる余裕がなく
なったようである。その後、島内での宿泊が再び開
始された 2011 年～ 2014 年には霊交会や自治会の
会員を招いて「そうめん流し」や「夕涼み会」「花
火大会」などを青松園福祉事務所の協力を得ながら
開催するようになった。開催場所は正門脇の松林や
「多目的広場」でテントを張って行い、車椅子や介
助の必要な入所者に参加者がそれぞれ付き添う形で
居住棟まで送迎する。食事を共にし、歌やゲームな
どを楽しみながらの交流は、参加者、入所者双方に
とって日常的で個人的な関係が深まる機会になる。
また、入所者の交流とは別に、2003 年には島内
にある高松市立庵治第二小学校において、プログラ
ム参加者と子どもたちとの交流プログラムが行われ
た。中西眞理子校長（当時）と担任の佐々木広子教
諭（当時）の協力のもと、学生ＹＭＣＡメンバーと
小学生それぞれが自分たちの取り組んでいるボラン
ティア活動や学習活動について発表し合い、一緒に
遊ぶ時間を過ごした 9。
5島内ツアー
初めて大島を訪れる参加者のために、事前に主催
者メンバーが下見をしたり大島内のスポットについ
て歴史を調べるなどして、プログラム初日にグルー
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10‥本文でも述べたように、これらはあくまで筆者が接してきた参加学生や卒業生との日常的な会話、報告書・文集、ま
たプログラム中のディスカッションや対話などの断片的な記憶から整理してみた印象にすぎない。質的により深く正
確に彼らの態度変容を捉えるには、報告文集等の資料の中の「語り」や新たな聴き取りに基づいた検証が必要である。
その他の人権問題への意識と態度の変容の様子につ
いては、プログラム経験者への聞き取り調査などの
方法が考えられる。それらの今後の検証作業の課題
は最後にまとめることとして、ここでは、筆者が学
生ＹＭＣＡ顧問の立場で関わってきたことによって
知り得ているプログラム経験者のその後のボラン
ティア行動と関係性について述べておく。
筆者が初めて大島青松園訪問プログラムに同行し
た 2001 年は、日本のハンセン病問題史の中で記念
すべき「らい予防法違憲国家賠償請求訴訟判決」で
の原告勝訴とその後の政府の控訴断念が勝ち取られ
た年であり、日本のハンセン病についての制度的・
政策的な一大分岐点となった。しかしながら、プロ
グラムに参加した多くの学生はこの裁判のことも、
ハンセン病についても、「聞いたことはある」あるい
は「まったく知らなかった」というレベルの予備知
識で、事前学習会や準備会を通じて病気に対する医
学的な理解と明治以来のハンセン病問題の経緯や社
会的差別の問題であるという認識をある程度持つよ
うになったに過ぎなかった。そのような、療養所と
そこに暮らす入所者への先入観のままに大島に上陸
し、緊張と不安感の中で入所者と出会い、3日間の
プログラムを経て抱く彼らの感想は、「最初は長年の
不自由な暮らしや過去の被差別経験から、もっと重
く苦しい、あるいは厳しい言葉や態度が自分たちに
向けられると予想していたが、接してみると本当に
そんな辛い経験をされたのかというほどに明るく前
向きで、感謝の言葉や態度さえ表された」ことによ
る驚き、そして「どうしてそんなふうにいられるん
だろう」という疑問や不可思議さ、また「自分自身
の知識、認識の不足」と「社会のあり方、政治経済的
な構造の不合理や不公正」への気づき・反省と怒り、
そして「自分自身が抱えている問題や悩みに向き合
えた、あるいは解決のヒントをもらった」という自
己実現感、といったものに要約されるだろうか 10。
ラム」について現在判明している範囲においてその
経緯と内容について述べた。冒頭で述べたとおり、
本稿の目的は「日本の近代化における最大の人権問
題の一つであるハンセン病問題の文化的・社会的位
相における学生、卒業生のボランティア行動の意義
を検証するための研究的視点を得」ることである。
学生ＹＭＣＡによるこのプログラムの実施それ自体
が、人権問題に対する一つの社会的なボランティア
行動と考えられるが、そこに参加した学生、卒業生
の個人的な意識と行動におけるボランタリーな態度
変容が、ハンセン病問題の文化的・社会的位相にお
ける人権と人間性の恢復をもたらすものであること
を理論的に検証したい。次章でその理論的枠組みに
ついて述べるが、ハンセン病問題における人権回復
と擁護のための方策は、このような市民社会構成員
ひとりひとりのボランティア行動に懸るものであり、
それは現代社会が抱える人種、民族、宗教、貧困と
格差、性差、被差別部落など、多くの人権問題への
取り組み全般に通じていく方策であろう。
1965 年以来、50 年にわたるプログラムの歴史の
中で、平均すると毎回 20 名程度の参加者がいたと
思われる。実施されなかった年も数年あるものの、
推計で述べ 1000 人近い学生、卒業生が参加したこ
とになり、彼らがどのような経験をし、その後の人
生の中でどのようにそれを内在化させているかを考
えるとき、そのインパクトと意義は小さくないであ
ろう。それを測る一つの手掛かりが、プログラム実
施時の参加者の感想と、その後の入所者やハンセン
病元患者との関係性や意識変化の様子である。プロ
グラム実施時の参加者の所感については、残存して
いるプログラムの報告書の記述に見られる参加者の
「語り」から、時代ごとの社会背景やハンセン病問題
の変化との関連に留意しながらその特徴を捉えるこ
とが可能であろう。プログラム実施後の入所者やハ
ンセン病元患者との関係性、またハンセン病問題や
人権研究におけるボランティア行動の意義と評価　−学生ＹＭＣＡによるハンセン病療養所訪問プログラムをもとに−
37
そのような所感から始まった参加者と入所者との
交流は、プログラムを通じて、あるいは終了後も、
個人的な関係性に継続あるいは発展しているものが
少なくない。家庭訪問のプログラムで出会った入所
者の夫婦と親しくなり、その後も個人的に数名で大
島を訪れ、ともに食事をしたり泊めてもらったりと
いった関係になり、夫婦から請われて旅行に同伴し
たものもある。また、初めてこのプログラムで大島
を訪れてから 20 年の間に、50回を上回る頻度で繰
り返して個人的に訪問し、卒業生として現役学生の
訪問プログラムの企画運営にボランティアで協力参
加するものもある。入所者のことを「親」と呼び、
また「子ども」「孫」と呼ばれる関係になっているも
のも多く、その後結婚し生まれた子どもとともにま
た大島を訪れ、「孫ができた」「ひ孫ができた」と言
われたというような話も増えてきた。また別の参加
者は大学 4年の就職活動の時期になって、「大好き
な大島で働きたい」と青松園職員に応募したものも
あった。中には入所者を「人生の師匠／指導者／メ
ンター」として、その後の生活の中で悩みや節目が
あるたびに大島を訪れ、変わらぬ絆と自分の悩みへ
の本質的な応答を得て安心や新しい指針、希望を得
るものもある。いずれの元プログラム参加者も、入
所者との個人的で親密な気持ちの絆と関係性を結
び、「ハンセン病元患者／回復者」ではなく「○○
さん」に会いに行く、大島に帰る、という感覚を有
していることが特徴的である。
また、個人的な関係性ではなくとも、このプログ
ラムの参加経験が新たなボランティア行動や社会的
態度への志向を生み出す例も少なからず見受けられ
る。関東から参加した学生が自身の大学ＹＭＣＡで
も地元のハンセン病療養所への訪問プログラムを企
画したり、学生ＹＭＣＡ以外のサークルに所属する
学生が、自分のサークルでも同様のフィールドワー
クや訪問活動を行ったりするようになった。また、
ハンセン病問題との出会いが、それ以外の社会問題
や人権問題、たとえば沖縄の基地問題や在日外国人
問題、路上生活者や野宿労働者の問題、被差別部落
の問題、アジア地域への日本の戦後補償問題などに
新たな、または改めての関心を喚起させ、それらの
活動、とくに実際に問題の所在や現地、当事者に会
いにいこうとする行動を起こさせる傾向が見られる。
2.　ハンセン病問題におけるボランティア行動の評
価の理論的枠組み
ハンセン病問題に関するこれまでの研究は、明治
期以来の皇室関係者や宗教者とくにキリスト教関
係者による「救らい」思想に立った活動や、1996
年の「らい予防法廃止」以降の制度的、政治的側面、
あるいはハンセン病者、元患者の文芸思想や当事者
への聞き取りによる証言などを、主に歴史的な視点
で対象化したものがほとんどで、その支援活動や奉
仕活動、とりわけ 1960 年代以降の訪問活動や交流
の実態を、ボランティア行動や教育的活動として、
社会学的あるいは教育学的な視点から研究したも
のは少ない。本稿は、そのような新しい研究的観点
によるボランティア行動やそれによって紡ぎださ
れる関係性の検証と評価の枠組みを理論的に明確
にし、今後の検証作業の有意性を得ることを目的と
している。ここでは、学生ＹＭＣＡによる大島青松
園での訪問活動が実施されてきた時代的特徴を日
本のハンセン病問題史の中で捉えたうえで、社会的
排除と差別の解消と人間性の恢復のためにこの研
究が持つ意味について、西尾（2014）の研究を手
掛かりに考察する。
（1）　「支援」と「交流」の季節
　大島ワークキャンプが開始されたとされる1960
年代というのは、大島青松園の入所者にとって「交
流の季節」と呼ばれる時代である。『閉ざされた島の
昭和史−国立療養所大島青松園入園者自治会五十年
史』の「22．交流の季節（昭和 43年～ 55年）」には、
「大島での最初のワークキャンパーの受けいれは３８
年８月、大阪のいもづる会員の２５名である。」とあ
る。その数年前から青松園内の「盲人会」には奈良
女子大学の学生が点字翻訳のボランティアで訪れて
いるといった記録もあり、この頃から主に大学生や
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11‥大島青松園入園者自治会（編）『閉ざされた島の昭和史−国立療養所大島青松園入園者自治会五十年史』大島青松園
入園者自治会（協和会）発行、1981 年　p.161
宗教関係（キリスト教、仏教、天理教）の青年たち
が奉仕活動や交流活動を開始したことがわかる。大
島青松園入園者自治会（1981）同項には、1967（昭
和 42）年に「神戸学生キリスト者連盟」のワークキャ
ンプを受け入れた旨の記載があり、これが神戸学生
ＹＭＣＡ連盟のことと推測される。以下、当時交流
のあった団体の記録と訪問の様子を伝える箇所を引
用する。
５５年の来園はＦＩＷＣ広島、関西、北九州の合
同委員会の約３０名、いもづる会、いばらの冠会
２８名、天理教京都学生会ＯＢ１０名、京都カト
リック青年会２０名、伏見カトリック教会青年会
１２名、天理教京都学生会２０名、大阪清風寺青
年会４６名、キャンパー以外だが県内の天理教ひ
のきしん会１５０名を迎えた。船の別れはつらく
さびしい。ロングキャンプともなればなおさら
だ。見送りに出る入園者も多い。「家庭訪問」で
親しくなったキャンパーは入園者の曲った指の
手をとり別れの言葉を交わす。「ほんとにお世話
になりました。お元気でね」「あんたこそ元気で
また来てね。お父さん、お母さんにもよろしくね」
「きっとまた来ます。体に気をつけて下さいね」
多感な若者のまぶたがキラリと光る。おもわず胸
がじ―んとなって声が出ない。船は桟橋をはなれ
向きを変える。キャンパーたちは見送りの者が見
える側にまわってきて手を、ハンカチを振る。何
かを叫んでいるようだ。ふとわれに返ると急に暑
さがおそってくるが、足は思うように進まない。
誰もが黙もくと足を運ぶ。彼らが偏見のない社会
をつくり出してくれるのを胸に描きながら足を
運ぶ。そして元の静かな島が返ってくる 11。
タイトルのとおり、「閉じられた島」として厳しい
絶対隔離の中に置かれた数十年を経て、一気にこの
ように若い外来者が訪れるようになった療養所で、
そのような交流を前向きかつ積極的に捉えた心情が
表れた記述であるが、当時の入所者の状況を考える
とき、そこには多様で複雑な思いもあったことだろ
うと想像できる。
この頃のハンセン病者を巡る情勢は変動と混乱の
中にあった。明治近代化と富国強兵策による「癩予
防ニ関スル件」（1907 年）と、植民地政策と軍事国
家化の中ですべてのハンセン病患者の絶対隔離を可
能にした「癩予防法」（1931 年）を経て、特効薬プ
ロミンの効果が発表され（1943 年）、国内でその使
用を予算化し（1949 年）その治療効果が明らかになっ
ていたにも関わらず、根拠のない隔離政策を継続す
る新法「らい予防法」（1953 年）が成立したことは
全国のハンセン病療養所入所者とその支援者に衝撃
を与えた。大島青松園でも、入園者自治会の会員を
中心に全国国立らい療養所患者協議会（全患協）で
の活動を通じて、新法草案の策定に意見陳情を行っ
たり、国会前での座り込みに参加するなど、改正運
動が展開されたが、その要求は受け入れられず 1996
年の「らい予防法」廃止まで隔離政策を正当化する
根拠法が放置継続されるのである。患者、元患者に
よる法改正闘争と「らい予防法」成立の 1950 年代
以降、高度経済成長の背景も相俟って、国のハンセ
ン病政策は、隔離政策を続ける一方で療養所内の施
設充実と生活改善を図るとともに、病気が完治した
入所者の社会復帰を実質的に認めていくなどの融和
的な運営方針に転じていく。1960 年代初頭から上述
のような青年層による療養所への訪問や奉仕活動が
盛んになった背景には、50年代の「らい予防法」の
不公正の摘発と改正運動を支援する動きの余波、ま
たこの時期に盛んになる学生運動などの社会運動の
影響があったものと推察される。入所者の側からす
れば、「らい予防法」成立後の生活環境の改善と裏腹
の、「やはり叶わない」制度的な差別の解消という現
実の中で、「彼らが偏見のない社会をつくり出してく
れるのを胸に描きながら」、訪問プログラムやワーク
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12‥日本のハンセン病隔離政策の歴史とその構造的要因については、藤野（2001、2006）を参照。
13‥西野雄志　『ハンセン病の「脱」神話化』　皓星社、2014 年　p.58
14‥同書　p.82
15‥同書　p.101　図 3「経済の危機、社会統合の危機、政治の危機」を参照
キャンプの受入れを行っていたのではないか。
（2）　人権問題の文化的・社会的位相におけるボラ
　　‥‥ンティア行動の形成的評価の意義
日本のハンセン病問題において、世界的に異例と
さえいえる絶対隔離政策の長年にわたる継続と放置
が差別と排除の論理を助長進行させたこと、また患
者、元患者に対して、専門的（医療関係者、法律家
など）、政治的（官僚、政治家など）、社会的（日本
国民、一般市民）な立場にあるものすべてが取り囲
むように排除し、差別の構造を補完し強化してきた
ことは、これまでも指摘されてきた 12。
西尾（2014）は、日本のハンセン病問題が時代に
よってどのような変化を経たかについて、医学的概
念としての「疾患（disease）」、制度的意味合いとし
ての「病気（sickness）」、文化的社会的意味合いと
しての「病い（illness）」の三つの概念を設定し、
それらが医学の進歩、制度変革、人びとの認知枠組
みによってそれぞれ変容することを前提におく 13。
そのうえで、「疾患」の側面は治療法の確立によって、
「病気」は「らい予防法」の廃止と違憲国家賠償請
求訴訟によって、その意味が大きく変化した、ある
いは専門的、制度的に一定の解決がなされたものの、
「病い」については、差別と排除の論理は時代とと
もに変容しても、「排除されることそれ自体は変化
していない」と指摘する 14。その根拠として、2003
年に発生した温泉ホテルにおけるハンセン病回復者
に対する宿泊拒否事件の顛末と、そこに表された一
般市民からの大量の嫌がらせや攻撃の実態を、蘭
（2004）による分類をもとに検証している。このハ
ンセン病の「病い」の側面、すなわち社会的文化的
位相として表れる差別の発動は、近代化以前には「業
病」「ライの家筋」「遺伝病」などの、そして明治近
代化以降は「国辱」「後進性の象徴」などの変遷を
辿り、その後医学的、制度的に正しい知識理解とと
もにそれらが払拭されたにも関わらず、新たな構造
的差別として現在も繰り返されているとする。その
ようなイメージ構築の背後にある動力は、近代経済
システムの行き着いた世界の二極化、つまり格差社
会である。それは社会民主主義的な「包摂型社会」
から新自由主義的な「排除型社会」への移行によっ
て生み出された「アイデンティティの序列化」によ
る排外主義や右傾化傾向に結びつき、経済、社会統
合、政治に共通する危機を来す。この傾向は、とく
に格差社会の進行に直面した若い世代に現れる。労
働市場の再編や縮小は若年層の貧困化を招き、新自
由主義的個人主義と自己責任原則の強化や、従来の
帰属先だったコミュニティや中間団体などの衰退と
ともに、個人のアイデンティティを不安定化させ、
若者の内面の自己肯定感や存在感を希薄にする。そ
のような不安定なアイデンティティは若者の承認欲
求を増大させ、反社会的で非理性的な排除論理、右
派の論理や浅薄なナショナリズムがその受け皿とな
る。それらは「自分より下」の属性を必要とし、ま
たそれを作り出し、攻撃、抑圧することによって自
らの承認感を得る、という差別のメカニズムが生ま
れ 15、（ハンセン病元患者の）「偉そうな態度」「怖
い病気」「ひどい外傷」「税金で生活」といった表現
によって新たな差別イメージが立ち現われる。これ
が現代的な差別の表象であり、ハンセン病問題に限
らず多くの社会的マイノリティや被抑圧者に向けら
れる現代の差別の実態である。西尾は、ハンセン病
問題ひいてはすべての現代の人権問題の解決と人間
性の恢復のために、この表象が捉えなおされ「再表
象」されなければならないことを指摘するとともに、
このような「差別の表象」を生み出す土壌を、上述
した「排除型社会」と「承認不足が引き起こすアイ
関西学院大学　人権研究 ,　第 19 号　2015.3
40
16‥同書　p.112　表 8「ハンセン病問題の文化的次元−二つの位相」を参照
17‥同書　p.178
18‥同書　p.198
19‥大島キリスト教霊交会は、2014 年 11 月 11 日に創立 100 周年記念礼拝を行い、信徒代表から「長年の内外からの支援、
協力、交流の関係への感謝とともに、これを一つの区切りとしたい」旨が述べられた。
デンティティの序列化」と考えるのである 16。
ハンセン病問題についていえば、医学的、制度的
な解決にも関わらず、新たな社会文化的な差別の局
面が表出している以上、現在まで取り組まれている
諸々の「人権啓発」活動や「正しいハンセン病理解」、
「ハンセン病問題史学習」といったアプローチでは、
その抑制や防止に対して効力が弱く、むしろ現代的
な差別の構造的要因となっている承認欲求の不足や
アイデンティティの序列化に働きかけ、緩和させる
運動が必要になる。西尾は、その経済的構造要因で
ある新自由主義経済や格差社会に対する分配経済の
方策とともに、社会文化的なアプローチとしての
「ワークキャンプ」などのボランティア行動に着目
する。そこで重要なことは、このようなボランティ
ア行動におけるプログラムや活動に特徴的な「親密
圏」の形成という観点である。この個人的で親しい
関係性の構築こそが、ハンセン病元患者とボラン
ティア双方にとっての差別の表象としてのイメージ
や「文化的コード」を捉えなおさせ、再表象させる
力を持つとともに、ボランティアである若者の承認
欲求に応え、自己アイデンティティの解放や肯定感
をもたらすからである。西尾は、現代の若年世代に
特徴的な「自己実現型ボランティア」は、「私」的な
動機から「公」的で自発的なボランティア活動が生
まれる場合が多いことから、承認欲求とアイデンティ
ティ探求の「安全な着陸先になりうる」と見る 17。
そして、ボランティア行動が権力構造や社会体制シ
ステムに絡めとられる可能性を「自己実現型ボラン
ティアの陥弄」として警告しつつ、それを乗り超え
る公共空間における議論の重要性とその保障機能
を、知的財産と人的資源を有する大学などの機関に
求めている 18。
以上、西尾の研究に基づいて、ボランティア行動
が人権問題の現代的側面とその解決において有意な
効果をもたらすことを理論的に見てきた。西尾は自
身が関わってきた中国の「ハンセン病回復村ワーク
キャンプ」における経験と、ワークキャンプ参加者
と元患者の「語り」を事例分析し、新たなハンセン
病差別を生み出す構造への文化的社会的アプローチ
として「自己実現型ボランティア」が有効である点
について考察している。そこでは、これまでハンセ
ン病問題や多くの人権問題において研究対象化され
ていなかった戦後の若者・学生によるボランティア
行動が、現代世界に普遍的に拡がりつつある新自由
主義的グローバル化による格差構造が生み出す新し
い差別と排除のメカニズムを予防または冷却する側
面が明らかにされている。次章では、西尾の理論的
枠組みに基づいて、50 年にわたる学生ＹＭＣＡの
大島青松園プログラムが日本のハンセン病問題にお
けるボランティア行動の評価としてどのような意義
があるかを考察し、今後の検証作業の必要性と課題
を明らかにしたい。
3.　学生ＹＭＣＡ「大島青松園訪問プログラム」の
検証の視点と研究課題
「大島ワークキャンプ」から「大島青松園訪問プ
ログラム」へと変化しながら継続したこのプログラ
ムは、2014 年度の実施をもって形を変えようとし
ている。多い時で 30 名近くになる参加者を受け入
れ、家庭訪問などのプログラムに対応するには、長
年その窓口となってきた霊交会をはじめ、学習や交
流のプログラムに協力してきた入園者自治会、盲人
会などの信徒や会員の減少と高齢化が著しいことが
その理由の一つである 19。しかし、すでに述べたよ
うに、50 年間にこのプログラムを通じて織りなさ
れた学生・卒業生と大島の人びととの交流と個人的
な関係性や絆は揺るぎない。プログラムを主催する
関西学院西宮聖和キャンパス学生ＹＭＣＡは、2015
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20‥たとえば、佐々木（2003）、仁平（2014）など、日本社会特有のボランティア概念の広まりと社会変動に伴う変容、
さらにはその実質的役割の終焉について論考されているものは、今後このような自発性に基づく人権運動を「ボラン
ティア」として捉えていくことの問題点を検討するうえで重要であろう。
年度からはこれまでのような、年に 1回大学の内外
から参加者を募集して行う合宿形式のプログラム実
施を取りやめ、これまでの訪問者がその親しい関わ
りを継続し、あるいはすでに亡くなった入所者との
思い出につながり、語り継いでいけるような関係の
構築と情報提供を行っていく方策を模索している。
このように、学生ＹＭＣＡによる長年の大島訪問
プログラムは、ハンセン病問題をめぐる時代と社会
の変遷とともに、ワークキャンプから訪問プログラ
ム、そしてネットワークづくりと日常的で個別的な
関係の継続、とその形態を変化させてきた。1章で
述べたように、そこには参加する青年たちに起こる
種々の変容が見出される。ハンセン病問題との出会
いと学習、ハンセン病者・元患者への理解と認識の
変化、社会の見方と関わり方の変化、新たな公共的
なボランティア行動への展開、自己のアイデンティ
ティや存在感の受容と承認などが、参加者の感想文
や卒業後の進路や行動などから認められる。これら
から、西尾の言うハンセン病問題の文化的・社会的
位相における差別の「再表象」と差別を生み出す構
造的力動への処方箋として、このプログラムが一定
の役割と効果を果たしてきたことが理解されるであ
ろう。同様に、1960 年頃から盛んになったとされ
る数々の教育、宗教関係等の機関や個人による奉仕
活動、ワークキャンプ、訪問、交流活動が果たして
きた社会的意義や効果について評価、検証されるこ
とは、新たな差別構造に直面する今後の人権教育の
営みにとって重要な意味を持つことになるであろ
う。
西尾が論証した「自己実現型ボランティア」の分
析については、最近の日本のボランティアに関する
社会学的な研究成果 20 と、西尾が理論的視座を得た
ギデンズ、クラインマン、フレイザー、メルッチ、
ヤングらによる海外の社会学理論をもとに検証する
ことで、さらに精度の高い分析が可能だと思われる。
また、ボランティアの「陥弄」として指摘された自
己実現型ボランティアのシステム動員の問題などに
ついては、国家主義的な教育政策の強まっている学
校と教育の問題を教育学の視点から分析することも
肝要であろう。
大島訪問プログラムの検証は、まだ不十分である。
参加者の態度変容を捉えるうえで重要な各年度の報
告書・文集はプログラム開始当時から 1970 年代ま
で入手できていない。それ以降についても 1990 年
代までについては数部程度の確認にとどまってい
る。過去の主催者と参加者、当時の顧問、また受入
れ側だった霊交会に保管されている資料を確認する
必要がある。また、本研究において重要な鍵概念と
なるボランティア行動における「親密圏」形成の例
証として、プログラム参加者のその後の個別的な入
所者との交流や関係性がどの程度存在し、またそれ
ぞれにおいて差別や偏見の抑制と、人権や多文化共
生の意識における価値認識や態度変容の形成にどの
ような関連や効果があったかを、プログラム参加経
験者や関係者への聞き取りによって調査することも
必要であろう。
関西学院大学　人権研究 ,　第 19 号　2015.3
42
たしはここに生きた」http://www.k4.dion.ne.jp/~poet/
alive.html（2014年 11 月 8日閲覧）
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